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Xは，幼児用椅子に座って食事をしていた長男である A（当時 2歳 7か月）に対し，姿
勢について注意しても聞かなかったことから，同人の背中を 2度平手で叩く暴行を加
え，同人の腹部を前に置いたテーブルの縁に打ち付けさせ，同人に対し全治期間不明の
腸間膜破裂の傷害を負わせた。食後しばらくしてから，Aは「おえ，おえ。」と言って
えずき始め，吐いては休むことを繰り返した。その後，Aが再びえずいたので，Xは，
吐くのを助けるため，始めは手を使って10回くらい Aの腹部を押し，その後，両膝を
使って被害者を挟み込む形で 5回くらい腹部を押した。Aは腸間膜破裂に伴う出血性シ
ョックにより死亡した。なお，本件暴行により生じた当初の腸間膜破裂については，そ
れだけで死亡に至るまでの危険性を有していたと確実に認定することはできない。
傷害 × ❹
